
鵜’蓋苦塩誼直弼

鉦 � �∴ 

ゝ＼ �還、 

：∴∴■ � ��一一／∴ �∴ r＼＼∀ 　　×‘∵舞／ 　郎 ：∴∴「∴ ∴　∴－∴言」喜鴨 ��� � 

誘 く 子 ��「ヽ一　一十 　言∴ニ 　∴メ霊嬬＼態畿漂 �子∴ ∴：：書∴ ∴＋ 言、中細L： 

閻＼ 圏饗撥綬謡／親潮 ���1m滝壷／＼＼〉i） 　や「高＼＼／＼照誌 �∴∴∴： 高：守∴圭∴∴÷∴∴ 十一 ∴：ふ∴∴∴∵言 ／（、－ら 

（　　／－ ��職、難や笠、・／ 　専∵ 遭関配読経＼醤 � 
＿一点 ∴「∴－－－　　　！ � �∴∴ ∴蔦！ 糟 擬 

‾葛‾　　＿■義経‾二田誓鴎、／‥∵撃落田／／ ���＿　差　　　　　　　　薬溺議題 

∵「∴：：∴ ���’読　／綴＼謬鰯繋頴 

1 1 　　　　　　　　ヽ ��� � 

梶の咲くのが待ち遠しいねえ
島門小学校の子ともたちか、宙光園・遠貴国

のお年寄りにスイセンの鉢植えをプレゼント。

遠賀町に23番目の区が誕生！
局胎パスコタウンが、4月1日から田園区としてスタートしました。
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睦
春
の
サ
ー
ク
ル
会
員
大
募
集

田
園
国
書
星

秋
の
菊
花
展
示
会
を
目
指
し
て
、
菊

作
り
に
励
み
ま
せ
ん
か
。
経
韻
や
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
大
歓
迎
。
お

気
斑
に
ど
う
ぞ
。

●
例
会
日
　
毎
月
第
1
日
曜
日

（
5
月
～
1
0
月
）

1
3
時
～
1
5
時

中
央
公
民
館

毎
　
4
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
浅
木
　
松
本
　
実

越

（

2

9

3

）

1

8

8

9

ま
た
は
直
接
会
場
へ

堅
固
囲
園
田
昌

俳
句
を
通
し
て
自
然
と
会
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
。

●
例
会
口
　
毎
月
第
1
・
第
3
金
曜
日

●
時
　
間
　
1
3
時
～
1
5
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
会
　
費
　
月
　
5
0
0
円

●
申
込
先
　
浅
木
　
玉
野
　
信
愛

範

（

2

9

3

）

1

1

0

7

園
田
囲
園
田
寓

ど
な
た
で
も
お
気
睦
に
入
会
く
だ
さ

い
。
現
在
は
女
性
会
員
が
多
く
、
男
性

の
方
は
特
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
他
の

町
の
鮨
歌
グ
ル
ー
プ
と
の
合
同
歌
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
例
会
日
　
毎
月
第
4
日
雌
白

●
時
　
間
　
1
3
時
～

●
場
　
所
　
公
民
館
別
館

●
会
　
費
　
月
　
1
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
木
守
　
白
石
一
夫

舘

（

2

9

3

）

1

2

8

6

四
国
賀
田
星

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
現
在
、

平
均
年
齢
六
十
八
歳
の
シ
ル
バ
ー
パ
ワ

ー
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

あ
な
た
も
ど
う
ぞ
。

●
例
会
日
　
毎
月
第
2
・
第
4
の
、
月

火
・
金
・
土
曜
日

●
時
　
間
　
9
時
～
1
2
時

（
月
1
回
1
3
時
～
1
5
時
）

●
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
陶
芸
室

●
会
　
費
　
月
　
2
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
新
町
　
下
川
　
正
夫

澄

〔

2

9

3

）

1

1

1

1

開
園
圏
M
曲
目

初
め
て
の
方
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
●
例
会
日
　
毎
月
第
1
・
2
・
3
火
曜

●
時
　
間
　
1
0
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

●
場
　
所
　
コ
ミ
ュ
ー
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
会
　
費
　
月
　
3
、
1
0
0
円

●
申
込
先
　
松
ノ
木
　
平
松
　
通
子

稔

（

2

9

3

）

4

5

6

8

起
因
四
囲
星

心
の
こ
も
っ
た
手
あ
み
作
品
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
棒
針
縞
、
ア
フ
ガ
ン

編
、
か
ぎ
針
編
の
基
礎
技
法
の
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
体
に
合
っ
た
美
し
い
シ

ル
エ
ッ
ト
の
製
図
と
計
算
法
を
、
や
さ

し
い
方
法
で
身
に
つ
け
ろ
こ
と
が
で
き

ます。
●
例
会
日
　
毎
週
金
曜
日

●
時
　
間
　
日
曜
～
1
2
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
　
　
　
＼
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串　　会場
込
先　　賀所

鵠新月　大公
（町会会員
2　　黄金館
9　小　　　別
3　林　2　2　館
ヽ－ノ　　　　　　ヽ　　ヽ

1貞　0　0
6　子　0　0

6　　　0　0

3　　円　円
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＼●
会
　
蟄
　
月
　
1
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
新
町
　
武
谷
し
の
ぶ

㊨

（

2

9

3

）

1

6

3

9

遠
賀
フ
ァ
ミ
リ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て

家
族
や
各
家
族
の
閲
の
つ
、
、
、
ユ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
会

員
数
は
十
八
家
族
。
二
カ
月
に
一
回
ほ

ど
、
福
岡
、
佐
質
、
熊
本
、
大
分
、
山

口
の
各
県
の
山
に
出
か
け
ま
す
。

●
会
　
饗
∴
笹
∴
2
、
0
0
0
円

（
家
族
単
位
）

●
申
込
先
　
尾
崎
　
松
井
　
登

舘

（

2

9

3

）

0

3

5

3

遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

研
究
　
会

職
場
や
子
供
会
な
ど
で
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
指
導
は
、
よ
り
広
く
深
い
専

門
的
な
内
容
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
い
っ
し

ょ
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
、
経

験
者
を
問
い
ま
せ
ん
。
明
る
く
活
動
的

な
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

●
例
会
日
　
毎
月
第
1
・
第
3
月
曜
日

●
会
　
費
　
入
会
金
　
2
、
0
0
0
円

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
広
漠
　
崎
山
　
礼
子

㊥

（

2

9

3

）

1

7

5

0

ま
た
は
直
接
会
場
へ

遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
・
サ
ー
ク
ル

●
時
　
間

●
場
　
所

●
内
　
容

●
会
　
費

●
申
込
先

1
9
時
～
2
1
時

コ
；
、
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ム
、
ソ
ン
グ
、
ダ
ン

ス

、

ク

ラ

フ

ト

、

キ

ャ

ン

プ
な
ど

入
会
金
　
1
、
2
0
0
円

年
会
費
　
2
、
1
0
0
円

役
場
内
　
田
中
　
幸
男

㊨
橿
（
2
9
3
）
1
2
3
4

夜

（

2

4

4

）

1

8

6

9

ま
た
は
直
接
会
場
へ

遠
賀
社
交
ダ
ン
ス

愛
　
好
　
会

ど
な
た
に
で
も
楽
し
く
ダ
ン
ス
を
マ

ス
タ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
流

の
講
師
が
初
歩
か
ら
指
導
い
た
し
ま

す
。
年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
熟

年
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。
ス
ト
レ
ス
や

運
動
不
足
の
解
消
に
も
最
適
で
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
例
会
日
　
毎
週
火
曜
日

●
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
0
0
分

●
場
　
所
　
コ
ゞ
、
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
心
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
幼
児
曲
か
ら

大
人
の
曲
ま
で
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
あ

な
た
も
ど
う
ぞ
。

●
例
会
口
・
時
間
・
場
所

毎
月
第
2
・
第
4
月
曜
日
　
1
9
時
～

2
1
時
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日
　
的
時
～

1
2
時
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日
　
1
9
時
5
0

分
～
2
1
時
　
中
央
区
公
民
館

●
会
　
費
　
月
　
8
0
0
円

●
申
込
先
　
上
別
府
　
梅
田
　
典
子

舘

（

2

9

3

）

3

6

7

1

閏
白
田
圏
臣

日
ご
ろ
使
わ
な
い
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、

自
分
自
身
で
か
ら
だ
の
歪
み
を
直
し
ま

す
。
腰
縮
、
肩
こ
り
、
成
人
病
の
予
防

に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
改
善
に
、
あ

な
た
も
始
め
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
、
熟

年
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
ど

うぞ。
●
例
会
日
　
毎
週
金
曜
日

●
時
　
間
　
m
時
～
Ⅱ
時
5
0
分

園
田
図
四
四
回
藍

子
ど
も
の
本
に
は
夢
が
い
っ
ぱ
い
話

ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
い
っ
し
ょ

に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
は
、

布
の
絵
本
「
お
で
か
け
」
の
製
作
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
説
明
会
　
日
時
　
5
月
1
0
日
（
火
）

的
時
～

場
所
　
中
央
公
民
館

●
申
込
光
　
広
渡
　
豊
丹
生
　
裕
子

街

（

2

9

3

）

3

8

5

9

ま
た
は
匝
瑳
説
明
会
々
場

へ。
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由　　会場時
込
先　　賀所間

舘広月　入第10
（渡会会一時
2　　賀金武1
9　矢　　　道12
3　野　2　2　場時
ヽ－ノ　　　　　　ヽ　　ヽ

′“ヽ

1嘉　0　0　中
3　子　0　0　公

1　　0　0　横

0　　円　円）

…　●　指せ
対場時練　し　を参

宮、も　士
象所　同　日　白　老　は

夜　え　、
小第19毎修　る　自
学二　時適業　こ　古
生武l　月　に　と　の
以遠　21・勘の確
上場　時木ん　で　立
の（　　曜　で　き　と
男　浅　　日　い　ろ　、

女木　　　　ま　心大
小　　　　す　を　の
＼）　　　　〇　日　幸

あ
な
た
も
将
棋
の
醍
醐
味
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
将
棋
大
好
き
人
間
、

奮
っ
て
門
を
叩
い
て
く
だ
さ
い
。

●
例
会
日
　
毎
週
土
曜
日

●
時
　
間
　
1
8
時
～
泌
時

●
場
　
所
　
公
民
館
別
館

●
会
　
費
　
大
人

毎
週
日
曜
日
　
1
3
時
～
（
初
級
コ

ース）
毎
週
木
曜
日
　
1
3
時
～

●
場
　
所
　
中
央
区
公
民
館

●
会
　
費
　
月
　
1
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
中
央
　
永
田
　
源
蔵

衝

（

2

9

3

）

3

9

8

6

毎
週
木
曜
日
（
月
4
回
）
　
1
5
時
～

1
6
時
0
0
分
　
公
民
館
別
館

●
会
　
費
　
月
　
3
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
若
葉
台
　
江
藤
　
寮
生
美

㊨

（

2

9

3

）

5

6

1

3

入
会
金
1
、

月
会
費

小
～
高
校
生

入
会
金

参
加
毎
に

●
申
込
先
　
遠
賀
川
　
豊
平

舘
昼
（
2
9
3
）

夜
（
2
9
3
）

0
0
0
円

5
0
0
円

3
0
0
円

1
0
0
円

良
徳

2

4

6

6

3

3

2

3

大
正
琴
は
、
ど
な
た
に
で
も
手
軽
に

で
き
ろ
楽
器
で
す
。
音
楽
の
経
験
の
な

い
方
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

年
齢
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
楽
し
く
習

得
で
き
ま
す
。

●
例
会
日
・
時
間
・
場
所

毎
週
火
曜
日
（
月
4
回
）
　
1
5
時
～

1
6
時
0
0
分
　
上
別
府
公
民
館

あ
な
た
も
池
坊
流
の
生
け
花
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
例
会
日
　
毎
週
月
曜
日

（
月
2
回
と
4
回
の
コ
ー

ス
あ
り
）

1
0
時
～
1
2
時

公
民
館
別
館

月
2
回
　
2
、
0
0
0
円

月
4
回
　
3
、
5
0
0
円

そ
の
他
材
料
費
は
実
費

新
町
　
福
山
　
朗
子

㊨

（

2

9

3

）

2

7

5

4

小
笠
原
流
煎
茶
で
す
。
日
ご
ろ
家
庭

で
い
た
だ
く
お
茶
を
も
う
ひ
と
工
夫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
例
会
日
　
毎
週
火
曜
日

●
時
　
間
　
日
時
～
1
4
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
会
　
費
　
月
　
3
、
0
0
0
円
（
水

屋
料
を
含
む
）

●
申
込
先
　
鬼
洋
　
学
田
　
宮
美
子

舘

（

2

9

3

）

4

5

2

5

観
世
流
の
謡
曲
で
す
。
初
心
者
の
方

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

●
例
会
日
・
時
間

●
対
　
象

⑨
遠
賀
教
室
小
学
楼
一
年
生
以
上

女
子
も
大
歓
迎
で
す
。

●
練
習
日

毎
週
月
分横）

毎
週
水
分
毎
週
水
分

●
申
込
先

・
時
間
・
場
所

・
金
曜
日
　
1
8
時
～
1
9
時
3
0

第
一
武
道
場
（
中
央
公
民
館

㊥

（

2

9

3

）

0

5

9

6

⑤
広
漠
教
室

●
練
習
日
・
時
間
・
場
所

毎
週
火
・
金
曜
日
　
1
8
時
～
1
9
時
0
0

分
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

●
申
込
先
　
4
月
1
5
日
（
金
）
1
8
時
0
0

分
よ
り
　
広
漠
小
学
校
体
育
館
で

●
問
合
せ
　
中
央
　
庄
賀
　
恒
雄

舘

（

2

9

3

）

3

2

7

5

・
土
曜
日
　
1
8
時
～
1
9
時
5
0

遠
賀
南
中
学
校
武
道
場

・
土
曜
日
　
1
8
時
～
1
9
時
3
0

鳥
門
小
学
校
体
育
館

4
月
1
5
日
（
金
）
1
8
時
0
0

分
よ
り
　
第
一
武
道
場
で

●
問
合
せ
　
新
町
　
富
永
　
初
次
郎

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。
あ
な
た
も
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日
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●　●　●

会場時

賢所　間

（5）

＼●
会
　
費
　
本
部
規
定
に
よ
る

●
申
込
先
　
浅
木
　
松
本
　
京
二

舘

（

2

9

3

）

3

0

7

1

●
会
　
費
　
月
　
l
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
新
町
　
水
上
　
静
代

＄

（

2

9

3

）

1

4

8

6

高
校
生
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

結
構
で
す
。
初
心
者
の
方
大
歓
迎
し
ま

す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
好
き
な
方
は
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
　
毎
週
水
・
土
曜
日

●
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

●
場
　
所
　
遠
賀
南
中
学
校
体
育
館

．
会
費
補
裡
）
月
3
。
。
円

一

般

　

月

　

5

0

0

円

●
申
込
先
　
別
府
　
宮
原
　
征
四
郎

合

（

2

9

3

）

3

1

3

7

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
感
触
が
忘
れ
ら
れ

な
い
？
あ
な
た
の
た
め
に
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ー
ン
と

若
返
っ
て
も
う
一
度
レ
シ
ー
ブ
、
ア
タ

ッ
ク
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日

●
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

●
場
　
所
　
遠
賀
繭
中
学
校
体
育
館

●
対
　
象
　
3
5
歳
以
上
の
女
性

●
会
　
費
　
月
　
5
0
0
円

●
申
込
先
　
東
和
苑
　
武
宮
　
富
子

㊨
塵
（
2
9
3
）
6
5
2
5

枚

（

2

9

3

）

4

1

5

2

●
練
習
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
会
　
費

●
申
込
先

毎
週
月
曜
日

1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分

遠
賀
南
中
学
校
体
育
館

月
　
1
、
0
0
0
田

虫
生
津
　
矢
頭
　
啓
子

舘

（

2

9

3

）

3

9

8

2

毎
週
火
・
金
曜
日

1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
5
0
分

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
頑
張

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
、
歓

迎
い
た
し
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
火
・
金
曜
日

●
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
5
0
分

●
場
　
所
　
遠
賀
繭
中
学
校
体
育
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
1
、
0
0
0
円

月
会
費
高
校
生
　
　
5
0
0
円

一
般
　
1
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
虫
生
津
　
村
上
　
真
理
子

衝

へ

2

9

3

）

3

2

5

9

弓
道
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
武

道
で
す
。
心
身
の
鍛
練
に
終
身
で
き
る

唯
一
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
老
若
男
女
を

問
い
ま
せ
ん
。
高
齢
の
方
特
に
歓
迎
し

ます。
●
練
習
日
　
日
曜
日
を
除
く
毎
日

●
申
込
先

（
あ
な
た
の
ご
都
合
に
合

わ
せ
て
練
習
日
を
お
決
め

く
だ
さ
い
。
）

1
8
時
～
2
1
時

総
合
運
動
公
園
弓
道
場

入
会
金
　
1
、
0
0
0
円

学
生
は
無
料

月
会
費
一
般
　
5
0
0
円

学
生
　
2
0
0
円

役
場
内
　
添
田
　
憲
志

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

4

ま
た
は
直
接
道
場
へ

卓
球
　
　
回
国

●
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日

●
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時
0
0
分

●
場
　
所
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
対
　
象
　
中
学
生
以
上

●
会
　
諏
　
年
　
3
、
6
0
0
円

●
申
込
先
　
遠
賀
用
　
談
尾
　
修
身

㊧

〔

2

9

3

）

0

1

1

6

●
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日

●
時
　
間
　
1
7
時
0
0
分
～
1
9
時
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●　●

対揚

象所

●　●　●

会　対　時

費　象　間

●　●　●　●　●

再　会対場時
込
先　安　象所間

（6）

●
場
　
所
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

●
対
　
象
　
小
学
生

●
会
　
費
　
年
　
3
、
3
0
0
円

●
申
込
先
　
遠
賀
用
　
談
尾
　
修
身

＄

（

2

9

3

）

0

1

1

6

ま
た
は
直
接
会
場
へ

オ
ン
ガ
・
少
年

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

君
も
オ
ン
が
少
年
イ
レ
ブ
ン
に
な
っ

て
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
そ
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
さ
な
い
か
／

●
練
習
日
　
毎
週
火
・
木
・
土
・
日
曜

日
の
4
回
（
内
l
～
2
回

の
参
加
も
可
）

●
時
　
間
　
平
日
　
1
7
時
～
1
9
時

日
祝
日
　
練
習
試
合
な
ど

の
た
め
随
時
連
絡

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド

小
学
3
～
6
年
（
男
女
）

●
会
　
費
　
月
　
1
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
役
場
内
　
嶋
崎
　
慎
吾

館
昼
（
2
9
3
）
1
2
3
4

校
（
2
9
3
）
5
3
3
3

韓

国

目

高

囲

町
内
に
こ
ん
な
野
球
チ
ー
ム
が
あ
る

こ
と
を
み
な
さ
ん
と
存
じ
で
す
か
。
発

足
来
二
十
年
に
し
て
県
大
会
出
場
十
回

を
誇
る
チ
ー
ム
で
す
。
あ
な
た
も
入
部

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日
（
第
3
を
除

●
申
込
先
　
老
良
　
添
田
　
正
一

衝
（
2
9
3
）
0
8
1
4

副
題
は
蓋
賀
田
高
音
的

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
に
で
も

気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
健
康

づ
く
り
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。
あ
な

た
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日

（
祝
日
は
休
み
）

く）9
時
～
1
2
時

高
校
生
以
上

月
　
8
0
0
円

高
校
生
は
無
料

1
9
時
5
0
分
～
独
特
0
0
分

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

中
学
生
以
上
の
男
女

月
　
5
0
0
円

役
場
内
　
田
口
　
忠
一

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4

ま
た
は
直
接
会
場
へ
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勾
博l

蕃
通
報
は
的
確
に
〃

火
事
の
場
合
、
あ
わ
て
て
l
1
0
番

（
警
察
）
　
へ
寓
話
を
か
け
た
り
、
自
分

の
住
所
を
ど
忘
れ
す
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
暗
譜

の
前
に
、
自
宅
の
住
所
と
目
標
を
書
い

た
メ
モ
を
は
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

火
事
に
気
づ
い
た
ら
、
初
期
消
火
し

あ
わ
で
す
、
要
領
よ
く
、
正
確
に
1
1

9
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
順
は
、

一
、
火
事
で
す
。

二
、
場
所
（
住
所
）
と
目
標
窒
言
い
ま

し
ょ
主
ノ
。

三
、
燃
え
て
い
る
も
の
は
何
か
、
建
物

の
場
合
な
ら
木
造
か
ビ
ル
か
を
い
い
、

ピ
ル
の
場
合
な
ら
何
階
建
か
を
言
い
ま

し
ょ
う
。

四
、
逃
げ
遅
れ
て
い
る
人
や
ケ
ガ
を
し

て
い
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
を
言
い
ま

し
ょ
え
ノ
。

バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
が

家
族
を
守
り
ま
す
。

バ
ケ
ツ
一
杯
の
水
で
初
期
の
火
な
ら

十
分
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
「
火
に
は

水
」
が
大
原
則
な
の
で
す
。

普
段
か
ら
風
呂
の
水
は
翌
日
ま
で
捨

て
な
い
で
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

又
、
寝
る
前
に
な
べ
な
ど
に
水
を
い
っ

ぱ
い
入
れ
て
お
い
た
り
、
水
道
の
蛇
口

に
ホ
ー
ス
を
つ
け
て
お
く
の
も
よ
い
習

慣
で
す
。

火
災
・
救
急
件
数
（
2
月
申
）
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小
学
生
バ
L
I
ボ
ー
ル
大
会

三
月
五
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
第
一

回
遠
賀
町
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
、
広
渡
少
女
、
烏

門
少
女
、
浅
木
ジ
ュ
ニ
ア
の
三
チ
ー
ム
。
熱
戦

の
末
、
五
年
生
の
部
÷
ハ
年
生
の
都
と
も
浅
木

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
大
き
な
ト
ロ
フ

ィ
ー
を
手
に
し
ま
し
た
。

三
月
六
日
、
総
合
運
動
公
園
で
第
五
回
遠
賀
町
民
走

ろ
う
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
自
慢
の
足
を
競
い
合
っ

た
結
果
、
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
通
り
で
す
。

男
　
子

小
3
～
4
年

小
5
～
6
年

中
学
生

0
0
～
3
9
歳

伽
～
4
9
歳

5
0
～
5
0
歳

野
村
自
書
（
島
門
小
）

南
　
崇
（
茂
木
小
）

三
原
英
嗣
（
遠
賀
申
）

薬
　
敏
信
（
尾
崎
）

古
川
垂
男
（
中
央
）

本
田
利
男
（
浅
木
）

女
　
子

中
3
～
4
年

小
5
～
6
年

0
0
～
3
9
歳

4
0
絨
以
上

石
本
幸
子
（
浅
木
小
）

丸
井
香
織
（
浅
木
小
）

三
原
静
江
（
鬼
津
）

本
田
、
く
エ
子
（
浅
木
）

父
と
小
学
生永

楽
七
郎
、
秀
勝
（
臆
渡
）

●
講
　
師
　
岡
垣
町
郷
土
史
会
々
貝

石
井
　
邦
一
氏

●
料
　
金
　
無
料

●
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
密
接
会

場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町
郷
土
文

化
研
究
会
、
水
口
ま
で

館

（

2

9

3

）

1

5

3

9

一
玄
海
グ
リ
ー
ン
マ
司
羽
中

き
れ
い
な
空
気
を
的
イ
ッ
パ
イ
に
吸

っ
て
…
…
、
玄
界
灘
の
青
、
さ
つ
き
松

原
の
緑
、
自
然
が
か
も
し
出
す
美
し
い

景
観
を
満
喫
し
な
が
ら
、
潮
の
引
い
た

日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
武
道
。
身
体

ス
ッ
キ
リ
、
心
ス
ッ
キ
リ
、
あ
な
た
も

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
齢
性
別
を
問

い
ま
せ
ん
。

●
日
　
時
　
5
月
1
6
日
～
6
月
1
0
日
の

月
・
水
・
金
曜
日

1
9
時
～
2
1
時

●
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
弓
道
場

●
受
講
料
　
1
、
0
0
0
円

●
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

●
日
　
時
　
4
月
約
日
（
金
）
祝
日

受
付
　
9
時
5
0
分
～
1
2
時

ス
タ
ー
ト
　
1
3
時

午
前
中
は
地
引
網
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
す
。

●
場
　
所
　
宗
像
郡
玄
海
町
さ
つ
き
松

原
海
岸
、
受
付
・
ス
タ
ー

ト
は
釣
川
河
口
（
江
口
側

歴
史
講
演
会

）です。

●
種
　
目
　
①
男
子
1
0
鳥
の
部

②
男
女
5
鳥
の
部

③
男
子
3
鳥
の
蔀

④
女
子
2
魚
の
部

「
遠
賀
地
域
の
中
世
を
考
え
ろ
」

●
日
　
時
　
4
月
2
3
日
（
土
）

1
3
時
5
0
分
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
資
　
格

⑤
中
学
2
鳥
の
部

⑥
小
学
高
鳥
の
部

健
康
な
人
な
ら
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
（
小
学＼



大きくなって掃ってこいよー
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春の防犯運動

切轍鮒
4月21日～30日

（9）

一
二
月
二
十
一
日
、
遠
賀
川
河
口
堰

で
鑑
の
稚
魚
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
遠
賀
川
に
鮭
を
呼
び
も
ど

す
会
」
　
（
大
里
司
会
長
）
が
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
三
年
目

に
な
り
ま
す
。
北
海
道
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
卵
を
井
戸
水
を
使
っ
て
ふ
化

さ
せ
、
約
百
日
で
五
セ
ン
チ
ほ
ど
に
成

長
し
た
一
万
五
千
尾
の
鮭
は
、
こ
の
日

元
気
に
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

鮭
た
ち
が
帰
っ
て
く
る
の
は
四
年
後
に

な
る
そ
う
で
す
。

5
年
生
以
上
）

前
も
っ
て
健
康
診
断
を
受

け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い

●

参

加

料

一

般

　

1

、

5

0

0

円

小
中
学
生
　
　
3
0
0
円

（
当
日
、
受
付
で
徴
収
）

●
表
　
彰
　
①
種
目
別
・
年
代
別
・
男

女
別
、
各
3
位
ま
で

②
全
員
に
参
加
賞

⑧
玄
海
町
の
特
産
品
を
多

数
（
ラ
ッ
キ
ー
賞
・
フ

ァ
ミ
ニ
‖
ノ
ー
貨
・
遠
来
賞

な
ど
各
種
）

●
申
込
締
切
4
月
認
日
（
金
）

●
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

宗
像
郡
玄
海
町
大
字
江
口
9
6
5
－

2
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
玄
海
グ
リ

ー
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
係
ま
で

㊨

0

9

4

0

（

6

2

）

2

1

1

9

「
割
割
到
1

福
岡
県
で
は
、
交
通
事
故
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
常
設
相
談
所

福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

福
岡
県
庁
内
9
階

㊨

0

9

2

（

6

2

2

）

0

1

0

3

●
相
談
目
時

月
～
金
曜
日
　
9
時
～
1
7
時

（
受
付
1
6
時
ま
で
）

土
曜
日
　
　
　
9
時
～
1
2
時

（
受
付
日
時
ま
で
）

※
祝
・
祭
日
は
除
き
ま
す
。

●
弁
護
士
相
談
日
時

木
曜
日
　
　
　
1
3
時
～
1
6
時

暴
力
団
犯
罪
を
防
ご
う

最
近
、
暴
力
団
に
よ
ろ
け
ん
銃
で
の

殺
人
事
件
、
債
権
取
り
立
て
、
盛
り
場

な
ど
で
の
暴
力
畢
件
が
多
発
し
て
い
ま

す。
暴
力
団
を
根
絶
す
る
た
め
、

・
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
。

・
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
。

・
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
。

の
暴
力
三
な
い
連
動
を
進
め
ま
し
ょ
う

暴
力
団
に
つ
い
て
　
「
見
た
こ
と
」

「
聞
い
た
こ
と
」
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な

情
報
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

暴
力
追
放
ダ
イ
ヤ
ル

（

6

9

1

）

0

1

1

0

あ
な
た
と
家
族
の
安
全
と
秘
密
は
蟹

寮
が
絶
対
に
守
り
ま
す
。

侵
入
姿
を
防
ご
う

嘱
和
六
十
二
年
巾
の
折
尾
警
察
署
管

内
で
の
侵
入
盗
の
発
生
は
、
前
年
に
比

べ
て
十
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
侵
入
盗
は
、
一
歩
誤
ま
れ

ば
強
盗
事
件
や
殺
人
事
件
な
ど
の
凶
悪

な
犯
罪
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
「
声
締
ま
り
の
確
認
」
な
ど
防
犯

に
対
す
る
気
配
り
が
大
切
で
す
。

・
外
出
す
る
と
き
は
、
た
と
え
わ
ず
か

な
時
間
で
も
カ
ギ
を
必
ず
か
け
る
習

憶
を
身
に
つ
け
、
隣
近
所
に
一
声
か

け
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
戸
や
窓
に
は
補
助
錠
を
取
り
付
け
、

ワ

ン

ド

ア

ツ

ー

ロ

ッ

ク

に

し

ま

し

ょ

、
つ
o乗

り
物
姿
を
防
ご
う

乗
り
物
益
は
全
盗
犯
罪
の
四
十
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
最
近
は
、

盗
難
車
が
凶
悪
犯
罪
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
々
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
愛
車
は
大
丈
夫
で
す
か
。

・
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
わ
ず
か
な
時

間
で
も
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き

ま
し
ょ
う
。

ド
ア
ロ
ッ
ク
は
確
実
に
し
ま
し
ょ
う

車
内
に
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
え
ノ
。

路
上
駐
車
や
空
地
な
ど
へ
の
駐
車
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

窓
ガ
ラ
ス
は
必
ず
閉
め
て
お
さ
ま
し

よ
、
つ
。守

ろ
う
　
安
全

断
と
う
　
暴
力

防
犯
は
　
日
ご
と
　
家
ご
と

地
域
こ
と

愛
車
へ
の
　
い
た
わ
り
示
す

ド
ア
ロ
ッ
ク



こきルブ

縮
校庭や公田、道路な
ど、人の集まる場所で
のゴルフの練習は、大

変に危険です。

小中学生のお子さんをお持
ちの方は、ゴルフクラブの管
理に十分ご注意ください。

繁驚琵〃〃繁讃墨〃〃〃驚饗琵〃〃雷〃〃〃〃〃藷
銅　謹羅合否　島畜畠課　業相中久橋　月谷立怠梶木村光本　　成口石沢栗原

学才誓書婆蕩　言実害彗星　学　窓掌農学　実学慧薫き緑
校　手　　　　　　代　　　　　　抜　　　手　　　　　　　　り

北北枕退　　所内　目　西西机
九九小職　　規浦尾Iii用中
州州　　　　　採中小小小
市市　　　　　用

教教転

新猪猪猪室
規熊熊熊木
採中小小小
用

教教転
諭頭
出　’’’諭頭大通

麻石壁壁樋田　　高村北田平実　　費
生松藤田南中　　瀬上　　平III羽

中

掌裏話華美蕎　麦意義嘉雑　学　掌季空費
子子子　　　　校

内　肉声
浦浦屋
中小小

岡水着退通水
壇巻官職職巻
中高申　　　　南
中　　　　　申

岡水　　附首
題巻　　屑屋
東中　　小車
中　　　　倉

中

（10）

ガ
　
ン
　
の
話
　
㈲

折
尾
田
中
藍
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

乳
房
の
内
側
を
触
れ
る
と
き
は
、
腕

を
頭
の
上
に
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
自
分
で
簡
単
に
で
き
る
乳

ガ
ン
の
鯵
断
法
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
ょ
ー
つ
。

●
視
　
診

上
半
身
を
脱
衣
し
て
鏡
の
前
に
立
ち

ま
す
。
左
右
の
乳
房
を
比
べ
、
次
の
点

に
注
意
し
な
が
ら
よ
く
観
察
し
て
く
だ

さ
い
。
①
乳
房
の
輪
郭
が
半
円
形
、
卵
円
形
の

き
れ
い
な
線
を
描
い
て
い
る
か
。

③
乳
首
に
古
い
血
や
異
常
な
分
泌
物
が

つ
い
て
い
な
い
か
。

⑨
乳
首
が
同
じ
向
き
を
し
て
い
る
か
。

片
方
だ
け
ソ
ッ
菅
を
向
い
て
い
な
い

か。
④
皮
膚
に
不
自
然
な
ヒ
キ
ッ
レ
、
ク
ボ

、
く
、
デ
ッ
パ
リ
は
な
い
か
。

⑤
両
腕
を
上
下
に
動
か
し
た
と
き
、
乳

房
の
外
見
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な

i
u
 
i
刀

●
触
　
診

ま
ず
仰
向
け
に
寝
て
肩
の
下
に
座
ぶ

と
ん
を
入
れ
、
乳
房
を
高
く
、
水
平
に
し

て
く
だ
さ
い
。
次
に
手
の
ひ
ら
と
指
を

乳
房
に
平
ら
に
あ
て
が
い
、
乳
房
を
か

ろ
く
胸
に
押
し
っ
け
な
か
ら
水
平
方
向

に
動
か
し
ま
す
。
こ
の
と
き
に
シ
コ
リ

な
ど
の
有
無
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
房
の
外
側
を
触
れ
る
と
き
は
、
手

指
を
外
か
ら
内
へ
動
か
し
ま
す
。

妊
婦
相
談

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
内
　
容

●
持
参
品

●
料
　
金

4
月
鮪
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

新
生
児
の
扱
い
方
、
な
ど

母
子
手
帳
受
領
の
方
は
印

無
料

〇
歳
児
検
診

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
対
象
者

●
内
　
容

●
掠
参
品

●
料
　
金

4
月
㌘
日
（
水
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館

昭
和
俄
年
7
月
～
1
2
月
生

ま
れ
の
乳
児

診
察
、
身
体
測
定
、
な
ど

母
子
手
帳

無
料

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
も
う
お
済
み

で
す
か
。
ま
だ
の
方
は
左
記
の
会
場
か

近
く
の
動
物
病
院
で
、
四
月
末
ま
で
に

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
4
月
1
6
日
（
土
）
1
0
時
～
Ⅱ
時
5
0
分

役
場
車
庫
前

転

小
中
学
校
教
職
員
の
異
動

島

田

小

学

校

入

●
職
名
・
氏
名
・
前
任
校
（
転
任
校
）
の
順
に
記
載

教
諭
　
石
原
　
革
　
　
新
茂
採
用

護
誕
　
高
見
　
買
手
　
　
新
規
採
用

振
　
出

教
頭
教
諭

〃糞
護

斉
藤
寅
吉
柴
田
宮
崎

千
年
倭
文
子

北
九
教
育
事

芦
屋
中

頃
未
小

唄
末
小

声
昼
中

伊
佐
座
小

吉
田
中

宮
田
南
中

宮
田
光
陸
中

岡
垣
乗
車

水
巻
中

岡
庭
中

新
規
採
用

新
規
採
用

遠
賀
南
中
学
校

腰
　
入

教
諭
　
渡
辺
　
雅
彦

〃
　
垂
水
　
隆

転
　
出

教
諭
　
大
場
　
滋

〃
　
高
崎
　
宏
美



広報あんが

読書学習

費町教育委員会

●　●　●

対場時

象所間

i‾　　　　日　程　と　内　容∵

帆 �期　日 �学　習　課　題 �照　　　節 

5月13日 �本、今、昔 �作家 荒木正夫氏 

5月27日 �聞いて下さい �作　家 「子供の心」 �山野真里子氏 

6月10日 �「火を産んだ母たち」 �作家 井手lii泰子氏 

6月24日 �「源氏物語」の �九州女子短期大学助教授 
3人のヒロインたち（その1） �岡崎放校氏 

7月8日 �「源氏物藷」の �九州女子婚期大学と肋蝦 
3人のヒロインたち（その2） �岡崎放校氏 

● �7月22日 �「源氏物雷」の �九州女子短期大学助救援 
3人のヒロインたち（その3） �岡　崎敏枝氏 

9月9日 �一人ばっちになったとき生き � 
る力を与えてくれた本 �吉村照子氏 

9月30日 �「こぶとりじいさん」を楽し � 
んでいますか �豊丹生裕子氏 

前回の講座風見

中央公民館への

お問い合わせは

●事務室（293）1355

●図書室（293）1356

中央公民館

図書室利用のご案内
●会館時間　　9：30－18：00（日曜日は12・00

まで）

●休館日　毎週月曜日・祝日（月曜日と祝日

が重なる場合は火曜日も休館）

町内にお住まいの方だけでなく町内の事業所に

お勤めの万も利用できます。貸出しは1人1回に

つき3冊までです。みなさんのご利用をお待ちし

ています。

常連＼並艇麟 ／しヽ 　I �� �∴∴ 　　‾た／ 

奉 

二㌦毒薬墾＼認諾塾尊 堂重言壷ふ＼，＼／一基 ���∴「∴∴ 一冬透き－ ∴∴∴一〇〇〇iO∴ 雲撹塗＼∴／ ∴ ∴（／一名 

∴　　「， � 
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読
書
の
輪
を
広
げ
よ
う

読
書
講
座
へ
の
お
誘
い

か
っ
だ
古
典
「
源
氏
物
語
」
を
講
座
内

容
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
●
期
　
間
　
5
月
～
9
月
の
第
2
・
第

中
央
公
民
館
図
聾
重

砲
話
で
の
申
し
込
み
も
お

受
け
し
ま
す
。

忙

読
書
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
あ
な
た

も
読
書
す
る
楽
し
さ
に
目
覚
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
今
回
は
、
前
回
の
講
座
で
希
望
の
多

4
金
曜
日
（
8
月
休
講
）

1
0
時
～
1
2
時

巾
央
公
民
館

町
内
の
万
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

●
申
込
締
切
　
4
月
0
0
日
（
土
）

●
申
込
及
び
間
合
先

中
間
・
遠
鶴
具
地
区

少
年
の
船

団
員
募
集

未
知
の
体
験
が
キ
ミ
を
待
っ
て
い
る

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
研
修
地
　
沖
縄

●
日
　
程
　
8
月
1
3
日
（
土
）

～
1
7
日
（
水
）

●
募
集
人
員
　
0
0
名

小
学
4
年
～
中
学
2
年
生

●
費
　
用
　
小
　
5
万
1
、
0
0
0
円

中
　
6
万
円

（
研
修
費
、
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
代
、
そ
の
他
）

●
串
必
紳
助

●
申
込
方
法

5
月
1
5
日
（
日
）
必
着

申
込
書
（
教
育
委
員
会

窓
口
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
記
入
、
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
、
左
記
の
宛
先
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

〒

8

0

7

－

1

3

鞍
手
町
大
字
古
門
2
5
8

I
6
大
石
A
P
2
0
4

松
井
　
晃
　
宛
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鶴の里から福富山を霞む
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幻
　
の
　
鏑

寂
光
の
ふ
か
る
る
鶴
の
旅
ご
ろ
も

禅
寺
洞

こ
の
句
の
作
者
は
福
岡
の
人
で
、
鶴

の
句
を
多
く
発
表
し
、
遠
賀
に
も
来
た

人
、
虫
生
津
の
高
田
宮
に
そ
の
句
碑
が

ある。鶴
が
よ
く
来
た
と
言
わ
れ
る
小
さ
い

池
は
一
面
に
巌
が
生
え
て
、
枯
れ
は
て

だ
そ
の
景
色
は
、
さ
び
そ
の
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

枯
畦
を
わ
た
り
な
が
ら
も
鍔
を
見
る

禅
寺
洞

こ
の
池
の
一
角
は
長
江
溝
に
つ
づ
い

て
い
て
、
人
々
は
「
け
ん
か
溝
」
と
よ

ん
で
い
る
。
水
は
す
っ
か
り
滑
れ
果
て

て
、
魚
の
影
も
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
枯
葺
が
ぽ
つ
ね
ん
と
立
っ
て
い

る。

落
ち
籾
を
つ
い
ば
み
徳
の
渡
来
い
く

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
寺
洞

流
れ
よ
う
と
も
し
な
い
水
の
面
は
、

曲
り
く
ね
っ
た
川
に
沿
っ
て
ど
こ
ま
で

も
続
く
。
こ
の
川
は
広
漠
と
木
守
の
境
で
、
昔

の
人
た
ち
は
冬
の
頃
に
な
っ
て
水
が
濁

れ
る
と
、
川
泥
を
揚
げ
、
番
に
な
っ
て

そ
の
土
を
一
面
に
田
に
ひ
ろ
げ
て
肥
料

に
し
た
そ
う
だ
。

轡
の
こ
と
な
ど
わ
す
れ
て
農
夫
は
た

ら
く
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
寺
洞

そ
ん
な
こ
と
か
ら
よ
く
け
ん
か
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
話
合
い
の

末
、
一
年
毎
に
そ
の
土
を
揚
げ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
夏
の
頃
に
は
、
水
げ

ん
か
も
よ
く
お
こ
っ
た
と
の
こ
と
。

話
し
な
が
ら
徳
の
里
人
し
す
か
に
ゆ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
寺
洞

喜
差
免
尚
又
諸
猟
見
ケ
締
日
付
候

重
畳
心
を
寄
可
致
吟
味
候
事

辰
十
一
月

辰
年
と
い
え
ば
明
治
元
年
に
当
る
の

で
、
遠
賀
郡
に
も
農
兵
制
度
が
あ
っ
た

の
で
、
鳥
類
の
保
護
を
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
oわ
ず
か
百
年
ほ
ど
前
ま
で
、
一
面
の

田
圃
に
鳥
た
ち
の
天
国
が
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
、
暖
冬
と
は
い
い
な
が
ら
冷
た

い
田
圃
道
を
歩
く
。
南
へ
。

鶴
か
え
る
こ
ろ
よ
り
田
打
は
じ
ま
る

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
寺
洞

（
片
山
花
組
史
）

椿
事
と
霜
柱

で
軟
く
な
っ
た

川
沿
い
の
小
道

を
歩
き
な
が
ら
、

鶴
は
い
つ
こ
ろ

ま
で
こ
の
地
方

に
来
た
の
だ
ろ

う
か
、
と
思
う
。

そ
れ
に
関
す
る

古
い
文
献
を
見

た
こ
と
が
あ
る
。

覚
遠
賀
郡
農
兵

頭
取
中

今
般
依
御
詮
議

鶴
、
韻
、
白
鳥

の
外
語
鳥
猟
御

免
被
仰
付
僕
条
、

其
方
共
、
右
猟

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

河
中

大
銀
杏
に
風
鴇
る
夕
べ
着
ぶ
く
れ
て

報
恩
講
の
供
米
提
げ
ゆ
く

南
天
の
紅
実
こ
ぼ
し
て
飛
び
立
ら
し

小
鳥
の
羽
毛
静
か
に
落
ち
乗
る

ど
こ
ま
で
も
続
く
街
路
樹
の
裸
木
と

な
れ
る
を
車
窓
に
見
つ
つ
過
ぎ
ゆ
く

二
、
三
日
の
患
者
の
命
と
目
配
せ
で

医
師
に
告
げ
ら
れ
七
日
は
過
ぎ
ぬ

の
ん
び
り
と
達
磨
ス
ト
ー
ブ
囲
み
つ
つ

み
ち
の
く
の
猿
汽
車
は
走
れ
リ

靖
昌
　
運

高
崎
　
咲
江

木
原
イ
ノ
エ

大
場
　
房
江

河
原
ク
ツ
ミ

竹
下
さ
つ
き

遠
賀
俳
友
句
会
抄

／i＼

池
田

火
が
風
を
風
が
火
を
呼
ぶ
野
焼
か
な

各
駅
に
停
車
冬
日
を
育
て
を
り

風
花
や
寄
ら
で
過
ぎ
ゆ
く
密
使
夫

春
命
の
未
だ
声
な
き
嶺
の
朝

操
控
や
忽
ヒ
素
税
の
碑
に
運
へ
る

幸
利
　
運

三
村
　
妙
手

徳
永
小
代
子

玉
野
　
信
彦

小
野
多
恵
子

柴
田
と
も
手


